



























る。「宝探し」は中世アーサー王ロマンスの聖杯探究からトールキン （J. R. 




古典的冒険小説であるロバート・スティーブンソン （Robert Louis Balfour 



































































































の囚われの身となったジムは、リヴジーの “Jump! One jump, and you’re out, 
and we’ll run for it like antelopes.” （262） という誘いを、シルヴァーとの約束
を理由にきっぱりと断る。以前のような、 “a seafaring man with one leg” の
悪夢にうなされるだけの小心な少年ジムであれば、おそらくシルヴァーと
の約束など気にせず一目散に医者と共に逃げたであろう。精神的な強さを
獲得したジムに対して、後ほどリヴジーは “Every step, it’s you that saves our 
lives” （262） と、同等の立場にいる一人の仲間として称賛している。フリ
ントの遺した宝を目の当たりにした時の、ジムの感慨に満ちた “How many 
it had cost in the amassing, what blood and sorrow, what good ships scuttled on 
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the deep, what brave men walking the plank blindfold, what shot of cannon, what 
















































している。「俺は剣術を使えねェんだ コノヤロ―! ! !」「航海術も持ってねェ
し! ! !」「料理も作れねェし! !」「ウソもつけねェ! !」「おれは助けてもらわねェ

















































は、“Fifteen men on the dead man’s chest ― Yo-ho-ho, and a bottle of rum!” （3） 





ズも、ジムが海賊に捕まる場面 （231） や物語の最後 （298） 等で繰り返し使
われている。海賊が好んで飲んだラム酒 “a bottle of rum” や、海賊の掛け声

























































になるものの、ジム自身が “mad notions”（114）、 “I was fool, if you like, and 
certainly I was going to do a foolish, over-bold act”（185）と認めているように、
その行動は大人の目には理解しがたい無鉄砲なものに映る。スティーブン
ソンは 1878年に出版された “Child’s Play” というエッセイにおいて、大人
が決して興味をもたないであろう事物に強い好奇心を示す子供の様子につ
いて、以下のように述べている：
　　 A Vague, faint, abiding wonderment possesses them. Here and there some 
specially remarkable circumstance, such as a water-cart or a guardsman, fairly 
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penetrated into the seat of thought and calls them, for half a moment, out of 
themselves; and you may see them, still towed forward sideways by the inexo-






















の序文の詩で作品執筆の手本にしたと述べているキングストン （W. H. G. 
Kingston, 1814-1880） やバランタイン （R. M. Ballantyne, 1825-1894） らがす
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けない! !」（第9巻 第79話）や「おんなを “弱者” と思い・・・! ! 戦いに手を



























































異論はないと考えられるが、最後にジムが “Oxen and wain-ropes would not 
bring me back again to that accursed island” （298） とメランコリックに自分たち
の冒険について述懐しているように、主人公の精神的な成長という面を考慮
すると、単純な大円団とは言い難い。


















10 新居明子はルイス・サッカー（Louis Sachar, 1954-）の『穴』 （Holes, 2000） に
おいて、主人公の成長を効果的に示すために繰り返しの手法が用いられてい
ると指摘している（91）。
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Thank you very much!
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Appendix C: アンケート結果
